
 

 

３０年程前   当時の大使夫人を中心に，親睦を深めながらバザーなどの活動を中心に始まる。  

１９８３年頃  チリの国花から「コビウエ会」と命名。博物館同好会発足。  

１９８７年頃  会長・副会長を選挙によって選び，会則を明文化。  

１９９４年～１９９７年 １００名以上の会員が在籍。  

１９９８年     会報「コピウエ便り」の発行。  

２００７年     コピウエ会同好会活動育児支援サークル「ぷちコピ」活動開始。 

２００９年     役員選挙会則を一部変更。現会長が次期会長を推薦し、推薦された次期会長候補は 

                ３役を推薦する事ができる。  

                妊婦さんと３才未満のお子さんがいる会員が所属する「ぷちコピグループ」発足。  

２０１１年    現在会員数８０余名。 

本会には，在チリ官公庁及び日智商工会議所の夫人や会員の同意を得た人が会員として入会することができます。主な活動目的は，会員相互

の親善・親睦を図り，ボランティア活動を積極的に行うこととし，それらの活動は自由参加としています。日本から遠く離れたこの国で，お互いに

助け合う中で，お世話になっているチリに貢献できればと様々な活動を行っています。そして，バザーの収益金や講習会の講習料などを，施

設・修道院などに古着などと共にお届けしています。  

発足以来３０年の歴史の重みと諸先輩方の熱い思いを継承し，在チリ駐在員夫人としてより充実した豊かな生活を送ることができればと思って

おります。今後ともご理解とご協力をお願い申し上げます。  

 

 

 

 

■２０１1年度スタート 

４月より新役員のもと、２０１1年度がスタートしました。今年も「親睦とボランティア」を活動の柱として、  

様々な行事を企画してまいりました。 

 

 ■東日本大震災チャリティーバザー  

４月９日、中央日本人会主催の東日本大震災被災者のためのチャリティーバザーに参加しました。 

私達の気持ちが被災者の方々に届きますように。 

 

 

 

 



■お買いもの探検隊  

５月１７日、毎年恒例「お買いもの探検隊」をスーパー「JUMBO」にて行いました。チリ在住年数の長い三谷さん、末冨さんに講師を 

お願いし、野菜、肉、魚などの食材や日用品まで幅広く教えて頂きました。  

特にチリに来られたばかりの会員に毎年大好評の企画です。                        

                                                                                                                                                                                             

     
 

■第１回コピウエ総会  

５月２５日、第１回コピウエ総会をマリオットホテルにて開催しました。  

菅原大周さんに素晴らしいバイオリン演奏を披露して頂きました。美味しいお料理も頂きながら楽しい親睦の会となりました。 

 

    

 

■メルカドツアー＆お魚料理講習会                                                               

６月１４日、三谷さんに講師をお願いし、メルカドセントラルで、お魚の買い方を教えて頂きました。  

その後、三谷さんのお宅にて煮付け、梅肉揚げ、鮭の骨煮、お刺身など何種類ものレシピを学びました。 

新鮮な素材で作った美味しいお魚料理のランチは美味しくて最高でした。 

 

   

  

■コピウエバザー  

８月２７日、コピウエバザーを開催しました。日智会館にて、手作りの食品や手芸品、雑貨、古着などを販売しました。  

日本人はもちろんチリ人の方にも大人気のバザーで、特に人気の手作りお菓子・食品はすぐに売り切れとなってしまうほどでした。 

売上げの半分は、例年通りチリの施設へ、半分は東日本大震災の義損金に寄付いたします。日本の復興を祈って、みんなで 

「Fuerza Japóｎ」のTシャツを着て頑張りました。 



   

 

■前林美和子大使夫人送別会および茶話会  

９月１３日、ご帰国されました林美和子大使夫人の送別会を行いました。会員の皆様の手作りお菓子や南米楽器の演奏、独唱、 

コーラスでお送りしました。コピウエ会の会員の才能がいっぱいあふれる心温まる一日となりました。  

土井さん、伊藤さんのご協力を得てデザインも新たに改訂された「コピウエ特選レシピ集」のお披露目もありました。 

講習会レシピや会員投稿レシピが満載です。 

 

   

 

■フリーメタリコ講習会  

９月２３日、酒向さんを講師にお願いし、メタリコというイタリア生まれの美しいリボンを使用した素敵なネックレスを作りました。 

自分で作ったアクセサリーには愛着が湧き、お出かけも一段と楽しくなります。 

 

 

 

■ワイナリーツアー  

１１月７日、ワイナリーツアーを行いました。サンティアゴから貸切バスで1時間、有名なコンチャイトロに到着しました。 

素敵なお庭を散策したり、伝説の悪魔が棲む蔵を見学した後、テイスティングやワインの種類を学びました。４種の赤ワインを試飲し、 

香りも味も最高のチリワインを堪能しました。 

 



     

 

■日本人会・日本語コースの皆さんとの交流会  

１１月１９日、チリで日本語を学ぶ生徒さんとの交流会を行いました。日頃勉強している日本語を使いチリについて発表してくださいました。  

コピウエ会からは中村さんによる茶道の美しいお点前を披露しました。最後に持ち寄ったお料理やお菓子を頂きながら、日本のアニメ 

ソングを歌い楽しく過ごしました。  

 

  

 

■年末親睦会  

１２月９日、カマラとの合同行事、年末親睦会がホテルハイアットにて行われました。日本の復興を願うご挨拶に続いて、日本人学校の生徒さん

によるサンチャゴソーラン節で元気を頂きました。クイズや抽選会で盛り上がり、楽しい時間とともに２０１１年が終了しました。 

 

  

 

■ぷちコピ活動                                                                                                                                                               

3 歳未満のお子様のいるママや妊婦さんがメンバーのぷちコピグループでは、毎月「ぷちコピ会」を開催しています。                              

2011 年度は、「サンチャゴの冬の子育ての工夫」、「お勧めのテイクアウト・デリバリー」、「子連れ旅行特集」などの情報交換会・講演会、        

ハローウィンやクリスマスなど季節のイベントを行いました。また、テーマを設けず自由に歓談する月もあり、子育ての悩みや喜びを分かち合い、

チリで小さいお子さんを育てるママたちの憩いの場となっています。 

 

 



    

 

■寄付先決定  

コピウエバザーの収益と小銭募金などを寄付する寄付先がサンティアゴ市内とプエルトモン近郊の2施設に決定しました。  

１つ目はServicio Nacional de la Mujerという国の機関が推進している事業のひとつで、女性を保護する施設を開所するにあたり、 

必要な家具を寄付しました。２つ目はSociedad de San Vicente de Paulという機関が運営しているひとつで、プエルトモン近郊のマウリンと 

いう町にある老人ホームに紙オムツを寄付しました。 

  

今年度のこれからの予定は、２月２９日に「第２回コピウエ総会」があります。引き続き、会員の皆さまとともに楽しいコピウエ会となりますように 

願い、活動してまいりますのでどうぞよろしくお願いします。また、コピウエ会、およびぷちコピにご興味がある方は、日智商工会議所事務局 

までご連絡ください。 

 


